
「
旧
東
田
川
郡
役
所
及

び
郡
会
議
事
堂
」
が
２
０

２
３
年
３
月

日
、
国
指

20

定
史
跡
と
な
り
、
３
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

東
田
川
文
化
記
念
館
で

は
、
今
年
も
イ
ベ
ン
ト
を

充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
『
ヤ
マ
学
』

地
域
連
携
講
座
（
５
月
～

全
５
回
）

今
年
度
は
、
記
念
館
が

開
館

年
目
を
迎
え
る
こ

30

と
か
ら
、
テ
ー
マ
を
「
30

ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

th歴
史
・
文
化
・
地
理
」
と

し
て
、
５
講
座
を
開
設
。

大
人
４
０
０
０

◎
受
講
料

円
／
高
校
・
大
学
生
３
０

０
０
円
（
保
険
代
含
）

各
回
の
現
地
研
修
の
施

設
入
場
料
、
体
験
学
習
費

用
、
昼
食
代
５
５
０
円
予

定
（
希
望
者
）
は
別
途
料

金
と
な
り
ま
す
。

午

＊
４
回
目
の
公
開
講
座（

前
中
）
は
ど
な
た
で
も
受

講
で
き
ま
す
。
要
申
し
込

み
。
受
講
料
５
５
０
円

（
全
５
回
受

◎
定
員

名
60

）

講
で
き
る
と
思
わ
れ
る
方

東
田
川
文
化
記

◎
申
込
み

念
館

電

・
２
５
３
７

64
・
２
３
９
６

Fax
64

お
も
し
ろ
講
座
～
『
私
の

盆
栽
づ
く
り
』
ミ
ニ
盆
栽

も
み
じ
～５

月

日(

土)

◎
期
日

10

10

：

～

：

00

11

30

７
月

日(

土)

：

～

19

10

00

：
11

30
樹
木
医
林
民
男
氏

◎
講
師

名

◎
定
員
12

内
田
正
泰
「
は
り
絵
の
世

界
・
春
夏
秋
」
展

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
と

【

】

ミ
ニ
体
験
無
料
要
予
約

７
月

日(
日)

◎
期
日

13

10

：

と

：

予
定

00

14

00
内
田
正
泰
記
念
ギ

◎
講
師

ャ
ラ
リ
ー
内
田
美
枝
子
氏

★
グ
ッ
ズ
販
売

６
月

日
～
７
月

◎
期
日

28

日
９
：

～

：

20

00

16

30

無
料

◎
入
場
料

温
海
の
伝
統
こ
け
し
工
人

阿
部
常
吉
・
進
矢
親
子
こ

け
し
展

６
月
７
日(

土)

～

◎
期
日

日(

日)

９
：

～

：

22

00

16

30◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

６
月

日(

土)

：

～

14

11

00

６
月

日(

土)

：

～

21

13

30

無
料

◎
入
場
料

昨
年
９
月
、
石

（
写
真
）

（

）

黒
清
一
さ
ん
藤
島
下
町

、

所
蔵
の
伝
統
こ
け
し
展
が

東
田
川
文
化
記
念
館
で
開

か
れ
、
阿
部
進
矢
さ
ん
が

訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

2025年 月 日５ 18
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（月２００円程度）
5月 22人 3,900円
4月 35人 30,710円

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

語
り
継
ぐ
「
私
の
戦
争

体
験
」
鈴
木
雪
子
⑤

あ
る
日
、
八
路
軍
区
の

大
学
病
院
か
ら
ト
ラ
ッ
ク

で
見
習
い
看
護
婦
の
募
集

に
来
た
の
で
す
。

若
い
蒙
古
人
で
日
本
の

大
学
を
卒
業
し
た
日
本
語

の
達
者
な
人
で
し
た
。

何
人
か
応
募
し
、
各
団、

か
ら
２
人
ず
つ
選
抜
さ
れ

６
人
が
行
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

勤
務
地
は
ヒ
ン
ケ
ン
の

八
路
軍
区
大
学
附
属
病
院

で
し
た
。

２
人
１
組
に
な
り
、
私

た
ち
山
形
県
の
人
は
、
前

線
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
重

病
人

人
く
ら
い
の
患
者

45

を
受
け
持
つ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

足
の
切
断
や
腕
の
切
断

さ
れ
た
人
、
化
膿
し
て
ウ

ジ
が
わ
い
て
い
る
人
、
食

事
の
出
来
な
い
人
た
ち
の

世
話
、
包
帯
の
交
換
の
手

、

、

伝
い
夜
は
本
所
に
行
き

ド
ラ
ム
缶
に
漬
け
込
ん
で

い
る
包
帯
洗
い
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
夜
食
に
お

粥
が
で
て
腹
一
杯
食
べ
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
ど

ん
な
に
幸
せ
か
、
今
の
人

た
ち
に
は
想
像
も
つ
か
な

い
で
し
ょ
う
。

ヒ
ン
ケ
ン
か
ら
イ
メ

ン
パ
へ

昭
和

年
５
月
、
満
州

22

の
春
は
一
気
に
や
っ
て
く

る
。私

た
ち
は
イ
メ
ン
パ
の

（

）

病
院
旧
日
本
満
鉄
病
院

に
移
動
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
八
路
軍
が
占
領。

し
開
院
し
た
よ
う
で
し
た

ヒ
ン
ケ
ン
（
浜
県
）
か

ら
移
動
す
る
途
中
、
ち
ょ、

っ
と
の
時
間
を
い
た
だ
き

ア
ジ
ョ
ウ
の
避
難
所
に
前

に
お
世
話
に
な
っ
た

歳
13

く
ら
い
の
女
の
子
に
会
い

た
く
て
立
ち
寄
っ
た
の
で

す
が
、
そ
の
子
は
す
で
に

亡
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

働
い
て
い
た
だ
い
た
僅

か
の
お
金
だ
け
ど
、
生
き

て
い
く
た
め
の
多
足
に
な

れ
ば
と
思
っ
た
の
に
、
残。

念
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た

聞
き
た
い
こ
と
も
あ
っ

た
の
に
時
間
も
な
く
、
ま

た
移
動
の
隊
列
に
戻
り
歩

き
出
し
ま
し
た
。

イ
メ
ン
パ
の
病
院
は
大

き
く
設
備
も
整
っ
て
い
た

の
で
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
見
習
い

看
護
婦
と
し
て
希
望
を
持

っ
て
働
き
ま
し
た
。

陸
軍
病
院
な
の
で
、
前

線
か
ら
運
ば
れ
て
く
る
患

者
の
大
手
術
も
あ
り
、
勉

強
も
さ
せ
ら
れ
充
実
し
た

毎
日
で
し
た
。

月
に
入
る
と
、
手
術

12
隊
と
し
て
前
線
に
派
遣
さ

れ
た
の
で
す
。

大
き
な
綿
服
と
防
寒
靴

を
渡
さ
れ
、
ガ
バ
ガ
バ
の

格
好
で
凍
り
つ
い
た
川
を。

夜
通
し
行
軍
す
る
の
で
す

、

、

日
中
休
息
の
合
間
に

長
い
袖
や
ズ
ボ
ン
を
自
分

の
体
に
合
わ
せ
て
作
り
直

し
、
夜
の
行
軍
に
備
え
ま

し
た
。

農
村
の
広
い
建
物
を
利

用
し
て
、
持
っ
て
き
た
器

財
で
負
傷
し
た
兵
士
の
手。

術
や
手
当
を
す
る
の
で
す

暖
房
は
炭
火
の
た
め
、

炭
酸
ガ
ス
で
倒
れ
、
気
が

つ
い
た
と
き
は
外
の
雪
の

上
で
し
た
。

（

）

つ
づ
く

国
史
跡
指
定
３
年
目
を
迎
え
て

東
田
川
文
化
記
念
館
の
イ
ベ
ン
ト
充
実

令和７年度『ヤマ学』地域連携講座（5月～全5回）

回 日時 内容

第

1
回

　５月17日（土）

講 義　「インド インパール作戦と佐藤幸徳中将」開講式　10：00～ 日本整形外科学会相談医

講　義　10：10～ 郷土史研究家

現地研修出発 現地研修　乗慶寺　庄内町立図書館 　　黒 羽 根 洋 司　氏

　　　　13：00～

第

2
回

　６月７日（土）

講　義　 10：00～ 講 義　「鶴岡市上水道の保全と流れ」 鶴岡市上下水道部職員

昼食休憩 12：00～ 　　　　　　～ダムから蛇口まで～

現地研修 13：00～ 現地研修　月山ダム　他

第

3
回

　７月12日（土）

講　義　 10：00～ 講 義　「庄内の戦争の歴史を学ぶ」 元小学校長

昼食休憩 12：00～ 　　　小 田 悟 志 氏

現地研修 13：00～ 現地研修　大洞寺・六所神社・善宝寺

　　・青い目の人形・記念碑・旧湯田川小　予定

第

4
回

　９月６日（土） 　　　　　　【午前公開講座】

講　義　 10：00～ 講 義　「庄内の山々」 鶴岡市文化財保護審議会委員長

　　　～庄内の東西南北の４名山を語る～ 　　　植 松 芳 平　氏

昼食休憩 12：00～ 　　　～月山の成り立ち～ 県農村環境保全指導委員

現地研修 13：00～ 現地研修　月山周辺など 　　　中 里 浩 也　氏

第

5
回

　10月11日（土）

講　義　 10：00～ 講 義「荘内藩領民（武士/庶民）の生活と家計簿」鶴岡市郷土資料館副館長

閉講式　 11：50～ 　　　今 野　章　氏

昼食休憩 12：00～

現地研修 13：00～ 現地研修　検討中



昨
年
７
月
の
大
雨
に
よ

る
京
田
川
氾
濫
を
受
け
、

周
辺
地
域
の
住
民
が
今
年

３
月
、
京
田
川
改
修
促
進

期
成
同
盟
会
を
発
足
し
ま

し
た
。

住
民
主
体
の
期
成
同
盟

、

、

会
は
藤
島
地
域
の
三
和

、

、

、

須
走
越
後
京
田
千
原

鷺
畑
と
、
庄
内
町
千
本
杉。

の
計
約
１
６
０
世
帯
で
す

期
成
同
盟
会
の
事
務
局

を
務
め
る
冨
樫
金
雄
さ
ん

（

）

、

三
和
・

は
こ
の
間

75

調
査
・
研
究
を
す
す
め
、

県
に
対
し
「
意
見
陳
述
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、

「
令
和
６
年
７
月

、
25

26

日
の
水
害
は
、
京
田
川
の、

京
田
橋
で
せ
き
止
め
ら
れ

溢
れ
た
水
が
堤
内
に
流
れ

込
み
、
そ
の
水
が
河
川
と

並
行
（
約
１
０
０
ｍ
）
し

て
い
る
国
道
３
４
５
号
で

流
れ
を
遮
ら
れ
、
水
位
が

上
昇
し
、
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
」
と
述
べ
て
い
ま

。

す
。

、

冨
樫
氏
作
成
の
図
で
は

京
田
橋
の
と
こ
ろ
で
川
が、

大
き
く
Ｓ
字
上
に
湾
曲
し

流
れ
が
せ
き
止
め
ら
れ
る

状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

河
川
と
並
行
し
た
国
道、

３
４
５
号
は
道
路
が
高
く

堤
防
に
も
な
り
、
氾
濫
し

た
水
が
三
和
や
千
本
杉
に

流
れ
る
要
因
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

冨
樫
氏
は
「
こ
れ
を
解

、

消
す
る
に
は
、
京
田
橋
を

延
長
し
、
川
幅
を
拡
張
し

て
、
上
流
の
水
が
せ
き
止

め
る
こ
と
な
く
、
水
が
流

れ
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

ま
た
一
つ

ま
た
一
つ
・
と
は
、
戦

争
へ
の
事
で
す
。
こ
れ
で

ま
た
戦
争
が
近
く
な
っ
た

の
だ
と
思
う
ん
で
す
。

▲
学
術
会
議
は
、
前
の
戦

争
で
は
戦
争
に
加
担
し
た

事
を
反
省
し
、
再
び
戦
争

に
加
担
す
る
事
は
し
な
い

ん
だ
と
決
め
た
ん
で
す
。

こ
れ
を
許
せ
な
い
と
、
自

公
が
維
新
の
助
け
を
借
り

て
内
閣
委
で
学
術
会
議
の

法
人
化
を
決
め
た
ん
だ
。

こ
の
事
に
よ
り
学
術
会
議

に
政
府
が
口
を
挟
む
こ
と

が
出
来
る
事
に
。

▲
菅
内
閣
は
、
６
人
の
学

術
会
員
の
推
薦
を
拒
み
続

け
、
石
破
内
閣
で
学
術
会

議
の
独
立
性
は
無
し
に
。

自
民
の
戦
争
が
出
来
る
体

制
づ
く
り
は
、
大
戦
後
す

ぐ
に
警
察
予
備
隊
の
発
足

か
ら
始
ま
り
、
現
在
は
政

府
を
批
判
す
る
テ
レ
ビ
出

演
者
の
排
除
ま
で
進
ん
で

き
て
い
る
が
、
学
術
会
議

も
邪
魔
に
な
っ
た
の
だ
。

▲
吉
田
首
相
が
、
警
察
に

毛
が
生
え
た
よ
う
な
も
の

だ
と
言
っ
た
警
察
予
備
隊

が
現
在
は
、
陸
海
空
そ
の

他
の
軍
隊
は
こ
れ
を
保
持

し
な
い
と
し
た
憲
法
９
条、

に
反
し
な
い
と
の
理
屈
で

防
衛
費
と
称
す
る
軍
事
費

が
年
々
福
祉
を
圧
迫
す
る

状
況
に
。
ア
ベ
が
米
国
か

ら
買
う
事
に
し
た
ト
マ
ホ

ー
ク
は
、
自
主
防
衛
の
た

め
の
物
と
は
言
え
な
い
。

▲
ア
ベ
は
、
憲
法
の
読
み

方
が
自
分
と
同
じ
人
を
法

制
局
長
官
に
据
え
、
教
育

基
本
法
に
愛
国
心
を
入
れ

た
。
事
実
を
示
す
文
書
が

出
て
き
て
も
、
従
軍
慰
安

婦
は
い
な
か
っ
た
ん
だ
と

押
し
付
け
、
生
体
実
験
を

し
た
７
３
１
部
隊
も
な
か

っ
た
事
に
し
ょ
う
と
。

▲
今
ま
た
、
沖
縄
の
ひ
め

ゆ
り
の
塔
の
説
明
文
に
ナ

ン
ク
セ
を
付
け
、
こ
れ
も

無
か
っ
た
事
に
し
た
か
っ

た
よ
う
だ
が
、
保
守
か
ら

も
反
発
が
出
て
謝
罪
に
。

先
の
大
戦
の
総
括
な
し
で

過
去
を
否
定
し
、
戦
争
を

呼
び
込
み
た
い
勢
力
が
多

く
て
多
く
て
（
石
川
）

。

氏名

連絡先

切り抜いて、共産党市議団や

民報配布者にお渡しください

政
権
与
党
が
過
半
数
割
れ
と
な
っ
て
、
国
民

の
要
求
が
通
る
可
能
性
が
開
か
れ
ま
し
た
。

市
政
も
同
様
に
、
声
を
あ
げ
れ
ば
変
わ
り
ま

。

、

す

体
育
館
の
ト
イ
レ
が
壊
れ
た
ま
ま
だ
な
ど

意
見
・
要
求
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

京
田
橋
で
流
れ
が
せ
き
止
め
ら
れ
る

住
民
主
体
の
改
修
期
成
同
盟
会

京田川が京田橋でＳ字上に曲がり、上流からの流れが京田橋の箇所でせき止められる
（冨樫金雄氏作成の図から）


